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お得な年パス 

●小石川後楽園用● 
一般:１､２００円 

６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
１０時～･１３時～ 
英語による庭園ガイド
ツアー(無料)、開催中！ 

台東区上野恩賜公園《上野東照宮》 小
石
川
後
楽
園 

ゆ
か
り
の
園
探
訪･

そ
の
二
十
六 

  

今
回
の
ご
紹
介
は
上
野
恩
賜
公
園
に
あ
る
「
上
野
東
照

宮
」。
水
戸
徳
川
家
藩
祖･

頼
房(

よ
り
ふ
さ)

ゆ
か
り
の
銅
灯

籠
も
発
見
！
で
す
。 

 

 

「「梅梅香香るる庭庭園園へへ」」  

 

 小石川後楽園は家康の十一男で水戸藩祖･頼房が、将軍家から小
石川に邸地を賜ったことに始まる。その水戸家は、頼房の兄達、義
直が藩祖の尾張家、頼宣が藩祖の紀州家と共に徳川御三家となる。 
上野東照宮は家康、吉宗、慶喜を御祭神に祀る将軍家ゆかりの神

聖な場所。境内には 200 基以上の石灯籠のほか、国指定重要文化
財の銅灯籠 48 基が並ぶ。寛永慶安年間に諸大名が奉納した灯籠に
は、それぞれ寄進者の名が刻まれ、保科正之や島津光久などの名前
も読み取れるそうだ。 
 そして、神殿前にある「唐破風造り四脚門」と呼ばれる黄金に輝
く唐門、その前面の両側に据えられているのが、内側から紀伊、水
戸、尾張の徳川御三家から２基ずつ寄進された銅灯籠。真中に据え
られたものには、憧れ、敬った父親に寄添うよう「正三位行権納言
源頼房」の名が見える。 
 良く晴れた冬の日、参道脇にある“ぼたん苑”の冬牡丹が見頃を
迎えている。色の少ない時季に彩りを添える艶やかな大輪の数々が
新春を寿いでいた。 
 

 

 
検索→都立庭園 園長の採れたて情報 

ホームページ 検索→庭園へ行こう！ 見てね！ 

【
西
行
歌
碑
石
材
強
化
工
事
】 

小
さ
な
雑
記 

 

乾
燥
し
た
空
気
を
潤
し

て
く
れ
る
強
い
味
方
で
も

あ
り
ま
す
が
、
寒
く
て
冷

た
い
冬
の
雨
は
、
景
色
も

ど
ん
よ
り
と
し
て
し
ま
い

な
ん
と
な
く
嫌
わ
れ
者
。 

 

で
も
、
同
じ
よ
う
に
寒

く
て
冷
た
く
て
、
お
ま
け

に
、
足
元
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち

ゃ
に
な
っ
て
も
、
東
京
に

降
る
雪
は
、
な
ん
だ
か
人

気
者
。「
雪
は
、
ど
う
？
」

多
く
の
お
問
合
せ
を
頂

き
、
お
越
し
下
さ
る
お
客

様
も
、
ウ
キ
ウ
キ
感
が
溢

れ
て
い
ま
す
。 

 

東
京
は
梅
の
花
が
咲
き

始
め
る
と
、
雪
の
季
節
到

来
！
だ
そ
う
。
そ
ろ
そ
ろ

梅
が
見
頃
を
迎
え
る
庭

内
、
先
日
の
大
雪
予
報
は

何
事
も
な
く
過
ぎ
て
行
き

ま
し
た
が
、
ど
う
で
し
ょ

う
ね
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
雪
。 

 
 

 
(

担
当:

倉
田
美
咲) 

  

 １６２７年、津藩主･藤堂高虎と僧侶･天海僧正により、
徳川家康を祀る神社として建立。１６４６年、正式に宮号
を授けられ「東照宮」となる。 
 現在の社殿は１６５１年、三代将軍･家光が造営替えをし
たもので、江戸の面影を現在に残す貴重な文化財である。 

 
小
石
川
後
楽
園
の
工
事
探
検
隊
そ
の
④ 

 

●東門開園 ２月１１日(水･祝)～２月２２日(日) 
 ＪＲ水道橋駅からのアクセスが便利な東門もご利用下さい。 
●大江戸玉すだれ ２月１５日(日)(雨天中止) 
 １２時、１３時３０分(各回約３０分) 松原にて 
江戸の物売りとして流行った玉すだれをお楽しみ下さい。 

●特別ガイドツアー「梅めぐり」 ２月２２日(日)(荒天中止) 
１０時、１２時３０分(各回約３０分)、各回当日先着２０名
植物研究家･上田良就先生に当園の梅をご案内して頂きます。 

●箏×尺八演奏会～春によせて～ ３月１日(日) 
１０時３０分開場、１１時開演(約３０分)(先着５０名) 
涵徳亭にて、箏と尺八の演奏会をお楽しみ下さい。 

その他、記念撮影コーナーや庭園ガイド、植木市や水戸の名
産品販売もございます。 
イベントはそれぞれ、参加費無料(入園料別途)です。詳しくは、チ
ラシやホームページでもご案内しています。 
 

 

 

 

●
開
催
期
間 

三
月
一
日(

日)

迄 

早
春
の
た
よ
り 

 

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
背
中
を
丸

く
し
て
し
ま
う
よ
う
な
寒
い
日
が
続
き

ま
す
が
、
風
邪
な
ど
ひ
か
れ
て
い
ま
せ

ん
か
？ 

 

先
日
は
雪
も
降
り
ま
し
た
が
、
庭
内

梅
林
で
は
、
日
ご
と
に
梅
の
花
数
が
増

え
、
華
や
か
さ
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
樹
の
下
で
は
、
ピ
カ
ピ
カ
に
輝
く

「
福
寿
草(

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ)

」
も
咲
き
出

し
て
、
手
を
か
ざ
す
と
、
ほ
ん
の
り
と

温
か
さ
を
貰
え
そ
う
。
梅
の
花
と
共
に
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

さ
て
、
二
月
七
日(

土)

か
ら
は
、
左
記

の
日
程
で
「
梅
香
る
庭
園
へ
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。
開
催
期
間
は
三
月
一
日(

日)

迄
で
す
。
ご
家
族
や
お
友
達
と
ご
一
緒

に
、
春
を
探
し
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
か
。(

梅
の
開
花
状
況
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
お
電
話
等
で
ご

案
内
を
し
て
い
ま
す) 

 庭内に入り、シダレザクラを過ぎて右側奥に
ある『西行歌碑』をご存知でしょうか？ 
 戦災で焼失してしまいましたが、その昔、こ
こには、水戸藩祖･頼房(よりふさ)の時代に、
西行法師の像を安置した西行堂がありました。 
 九代藩主･斉昭(なりあき)は、西行堂側の流
れを、西行の和歌 
 道のべに しみづながるる 柳かげ 

   しばしとてこそ 立ちどまりつれ 
に因み『駐歩泉』と命名し、自ら筆を執り『駐
歩泉』の碑を建てました。 
 『西行歌碑』は、その『駐歩泉』の碑に因み 
斉昭夫人が建てたものですが、長い間に劣化
し、したためられた和歌も判読が難しい状態に
なっていました。 
 そこで、今回行われているのは、これ以上劣
化が進まない様にするための石材強化工事。 
「西行歌碑」に石材強化剤を含浸させ、石 
の中で起こる化学反応により、石の主成分 
である二酸化珪素が劣化した部分に入り込 
み、石材そのものが強化される仕組みだそ 
うです。世界基準のこの手法、化学式では 
 Si(OCH2CH3)４+4H2O → Si(OH)４+4CH3CH2OH 

Si(OH)４ → SiO2+2H2O 
こんな風に表されるとのコト。 
この処理を行った石材強化剤は、約一ヶ 

月、石材内での乾燥硬化期間が必要なため、 
現在、西行歌碑はビニールテントで覆われ 
静かに養生を受けています。私たちの目に 
は見えなくても、石材がどんどん強くなる 
なんて、不思議ですね。覆いが外れる春の 
日を、どうぞお楽しみに！ 

 

 

(

写
真:

梅
林
「
光
圀
」・
二
月
四
日
撮
影) 

 

 

《
写
真:

「
福
寿
草
」 

二
月
四
日
撮
影
》 
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